











に速乾性手指消毒剤を 3 ～ 5ml とり、手洗いの順
に従って、手と指の表面全体にいきわたらせ、手が
乾くまで両手を擦り合わせる。」とされている（前




































ルゲル擦式消毒剤の効果的使用量を検討することを目的とし、1 プッシュ（1.2 ｇ）と 2 プッシュ（2.4 ｇ）を
擦り込んだ際の細菌減少率を比較した。その結果、1 プッシュと 2 プッシュ間では有意な差を認めなったが、2












対象とし、平成 23 年 3 月に実施した。
２．実験手順
１）対象としたアルコールゲル擦式消毒剤











剤 1 プッシュ（1.2g）又は 2 プッシュ（2.4g）を
手掌にとり、乾燥したと感じるまで手順にそって
擦り込みを行った（表 3）。











































































～ 76.4％であり、平均は 27.4 ± 30.8％（平均± SD）
であった。1 プッシュの場合、良好な消毒効果は
認められなかった。2 プッシュの場合は− 34.2％～
95.0％で、平均は 42.7 ± 51.0％であった。2 プッシュ
の場合、９名中４名で良好な消毒効果が認められ
た。しかし、1 プッシュと 2 プッシュの間に有意な
差は認められなかった（p ＝ .471）。
２．擦り込み時間と細菌減少率の関係
　1 プッシュの場合、擦り込みに要した時間は 45 ～
81 秒であり、平均は 65.1 ± 13.7 秒（平均± SD）で
あった。2 プッシュの場合は 65 ～ 157 秒であり、
平均は 114.7 秒± 30.6 秒であった。2 プッシュの有
効な消毒効果を認めた 4 名の擦り込み時間の平均は
131.3 ± 23.1 秒、有効でなかった 5 名の平均は 101.4
± 31.3 秒であった。1 プッシュの擦り込み時間と細
菌減少率には相関を認めなかった（r ＝− .018）（p





















− 34.2％～ 95.0％であり、9 名中 4 名に良好な消毒
効果を認めた。2 プッシュの擦り込み時間と細菌減
少率には相関を認めなかったが、2 プッシュの擦り
込み時間は平均 114.7 秒± 30.6 秒であり、平均 65.1































































を比較した。1 プッシュと 2 プッシュ間では有意な
差を認めなったが、2 プッシュの擦り込みでは 9 名










１ ）Boyce JM，Pittet D：CDC Guideline for Hand 
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